
ILLシステム(NACSIS-ILL)入門 

1節 ILLシステム概要 

国立情報学研究所 NACSIS-CAT/ILL セルフラーニング教材 

 

1項 ILLサービスの意義

大学などの研究者は、教育や研

究を行うために、膨大な文献や

データを必要とします。 

CAT2020運用開始以降は、 
レコード ⇒ データ
ファイル ⇒ データセット

と読み替えてください。 

ILLシステム（NACSIS-ILL）
の外部依頼機能は、日米 2018
年 3月末、日韓 2022年 3月
末をもって終了しました。 
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それらの文献やデータを提供す

るのは、図書館の重要な役割で

す。 

しかし、研究者が必要とする資料

を全て、一つの図書館で所蔵する

のは不可能です。 

 

 

従って、各図書館が所蔵する資料

を、複写や貸借で相互に利用する

ILL サービスは研究者への資料

提供にとって不可欠なものです。 
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2項 NACSIS-ILLシステムの概要 

 

 

NACSIS-ILL システムは図書館と

図書館の間の通信・連絡業務をオ

ンライン化し、ILL業務を支援す

るシステムです。 

資料そのものの発送には、郵送な

どの手作業が必要です。しかし、

NACSIS-ILL システムにより、資

料の所在調査、複写や貸借の依

頼、その確認などの作業が効率的

になり、サービスを迅速に行うこ

とができます。 

 

 

NACSIS-ILL システムを使った複

写業務や貸借業務の流れを見て

みましょう。 

①まず、利用者が図書館に文献の

複写または貸借を申し込みます。 

②図書館職員は、その文献を所蔵

している図書館を検索します。こ

のとき利用するのが、総合目録デ

ータベースです。検索の結果、文

献を所蔵している図書館が見つ

かったら、③その図書館に複写ま

たは貸借の依頼を行います。 

④依頼を受けた図書館は、⑤文献

のコピーまたは現物を、依頼館宛

てに郵送等の手段で発送します。

⑥同時に発送の通知を、NACSIS-

ILLシステムで行います。 

コピーや現物を受け取った依頼

館は、⑦NACSIS-ILL システムの

通知と送られてきた資料を照合

して確認し、⑧利用者に提供しま

す。 

 

3



ILLシステム(NACSIS-ILL)入門 

1節 ILLシステム概要 

 国立情報学研究所 NACSIS-CAT/ILL セルフラーニング教材  
 

3項 ILLシステムのメリット 

 

NACSIS-ILL システムにはここに

あげた 4 つ 5 つのメリットがあ

ります。 

所在調査に総合目録データベー

スを参照でき、最新の書誌・所蔵

データが利用できます。 

オンライン処理によって依頼・受

付にかかる時間が短縮され、資料

提供が迅速化します。 

依頼先を複数、最大５館まで指定

でき、ある依頼館に謝絶されて

も、自動的に次の依頼館に転送し

ます。 

NACSIS-ILL システムに参加して

いる図書館のほかに、イギリスの

BLDSC やアメリカの OCLC、韓国の

KERIS に参加する図書館に依頼

することもできます。これらを、

「外部依頼機能」「外部システム

との連携機能」といいます。 
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1項 ILLシステムの基本機能および構成 

 

 
では次に、NACSIS-ILL システ

ム(以下、ILL システム）の基

本機能と構成を見ていきまし

ょう。 

はじめに ILL サービスで文献

を所蔵する図書館を検索する

ときに利用するのが、総合目

録データベースです。 

総合目録データベースには全

国規模の学術文献の所在情報

が記録されています。 

この目録システムでは、他の

書誌情報作成機関が作成した

データベースも、参照ファイ

ルやシステム間リンクにより

参照できます。 

ILLシステムでは、この総合目

録データベースを参照するこ

とにより、効率的に資料の所

在調査を行うことができま

す。 
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ILL業務には、文献の複写業務

と現物の貸借業務がありま

す。 

それぞれの業務に対応して、

ILLの処理を行うための「複写

ファイル」と「貸借ファイル」

があります。 

それぞれのファイルには、依

頼館と受付館のあいだの処理

を行う「ILL 複写レコード」と

「ILL 貸借レコード」が収めら

れています。 

この 2 つのファイル全体を、

ILLデータベースといいます。 

 

 

ILLデータベースは、希望する

資料の所蔵館を確認するため

や、依頼レコードへの書誌･所

蔵事項の転記などに、総合目

録データベースや参照ファイ

ルを利用します。 

総合目録データベースには、

図書と雑誌について、それぞ

れ書誌ファイルと所蔵ファイ

ルがあります。 

参照ファイルでは、国立国会

図書館が作成する JPMARC、米

国議会図書館が作成する

USMARC など、ほかの書誌作成

機関が作成した書誌レコード

の参照が可能です。 

また、参加組織ファイルには、

参加館の利用条件や、担当者

などの情報が入っています。 
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2項 ILLレコードの内容 

 

 
ILL業務においては、依頼館が

受付館に書誌事項や申込者に

関わる事項などを連絡しま

す。 

次に、受付館が依頼館に資料

の送付を行い、会計事項等を

連絡します。 

また、その間にも様々な相互

連絡を行います。 

 

 

ILLシステムでは、ILL業務に

関わるこれら全ての情報を 1

件のレコードに記録します。

依頼館と受付館とがこの 1 件

のレコードを操作することに

より、通信・連絡を行うしくみ

となっています。 

この ILL レコードにはレコー

ド ID、レコードの状態、書誌

事項、所蔵館事項、申込者事

項、会計事項、履歴・連絡事項、

担当者事項等の項目が用意さ

れています。 
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それでは、具体的な画面例で

ILL レコードのデータ内容を

確認してみましょう。 

この教材の画面例・操作例で

は、NIIが開発したクライアン

トである WebUIPを使っていま

す。 

使っているシステムにより、

実際の画面や操作方法が異な

りますが、データ内容や ILL業

務の考え方は同じです。 

ILLレコード内には、主にこ

れらの項目があります。 

 

ILLシステムでは、依頼の受付

先を 5 つまで指定することが

できます。 

最初にその ILL レコードを参

照するのは、先頭に指定され

た図書館です。 

2 番目以降の受付先に指定さ

れた図書館では参照できませ

ん。ILLレコードの更新につい

ても同様です。 
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先頭の受付館が依頼を謝絶し

た場合、次に指定された所蔵

館が受付館となり、ILLレコー

ドを参照・更新することがで

きるようになります。 

このようにして、更に依頼を

断られた場合、残りの所蔵館

が順番に参照・更新可能にな

っていきます。 

 

3 項 ILLレコードの状態遷移 

 

 

ILLレコードの「状態」は、依

頼館または受付館での処理が

進むに従って変化していきま

す。これを ILLレコードの「状

態遷移」といいます。システム

の操作を習いながら、順次覚

えるようにしてください。 

ここで、複写業務の状態遷移

を見てみましょう。 
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まずはじめに、依頼館が ILLシ

ステムでレコードを作成した

とき、レコードの状態は「準備

中」です。 

 

 

そのレコードを送信して依頼

を行うと、レコードの状態は

「未処理」となります。 
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受付館がそのレコードを受け

付けると、レコードの状態は

「処理中」となります。 

 

 

受付館が依頼された文献を発

送し、ILLレコードにその情報

を記録すると、レコードの状

態は「発送」となります。 
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依頼館がそのレコードを受け

付けると、レコードの状態は

「到着処理中」となります。 

 

 

依頼館が到着した文献と、レ

コードの内容の照会を行い、

確認の情報を記録すると、レ

コードの状態は「確認」となり

ます。 

各処理の段階と、レコードの

状態の遷移との対応を理解す

ると、ILLシステムの操作がよ

り明確になります。 
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最後に、これから ILL シス

テムで作業するためのマ

ニュアルなどを紹介しま

す。 

実際の操作にあたっては、

これらのマニュアルを参

照してください。 

また、最新の情報に関して

は、NACSIS-CAT/ILLホーム

ページのニュースなどを

見てください。 

 

 
 

 

13



ILLシステム(NACSIS-ILL)入門 

おわりに 

 国立情報学研究所 NACSIS-CAT/ILL セルフラーニング教材  
 

 

この教材では、ILL システ

ムの概要と仕組みとを学習

してきました。 

ILL システムの意義や利点

を理解し、業務の概要を説

明できるようになったこと

でしょう。 

ILLシステムを使い、ILL 業

務が迅速に、かつ効率的に

行われることは、学術情報

の流通を推進し、研究者を

はじめとする利用者へのサ

ービス向上につながりま

す。 

ILL システムを正しく理解

し、依頼館・受付館ともに

円滑に業務が進められるよ

う、是非ご協力ください。 
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